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集めればそれなりの金額となった。フィレンツェという新鮮な環境で気分が高揚していたことも否めない。もしいつかやらなければならないとしたら、それは二〇一七年しかないのではないかという気になってしまったのである。
予算のからくりは簡単なことで、実はこのコロキウムは第一
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績をもつひとりの教授には、学振の外国人研究者招聘制度にチャレンジしてもらった。幸運にも採択され、 日本の歴史学者、スペイン研究者と実のある交流ができたことはもちろん、予算の面でも非常にありがたか
各国からのコロキウム参加者は日本の西洋中世研究に強い興









ムの趣旨に反してでも 研究対象をほぼイベリア半島に限るような人選にして、発表言語をスペイン語か英語に絞る形とせざるを得なくなった。スペイン語圏でも最近は とりわけ英語による業績が母語によるそれよりも高く評価されるため、とくに若手ほど英語での発表を望む傾向が強い。しかし英 偏重に対する一種のアレルギーや拒絶感情を抱えて る人が国籍を問わず存在するのも事実 あって、このコロキウム開催の経緯やコアメンバーを考えると、英語だけで押 通す可能性は最初からゼロだった。
発表言語の問題は、どのような聴衆を想定するかという問題
に直結する。実は聴衆がほぼゼロであろうことははなから折り込み済であった。というのも、結果的に発表はスペイン語と英語半々くらいとなったが、日本の西洋中世学でスペイン語を日常的にツールとして使う人などごくごく限られているからである。しかし英語でやったところで、テーマの大半を占める中世イベリア半島に関心を持ちかつ英語の聴解力に自信があ人がどれだけいるか。同時通訳など望むべ もないし、すべての発表に逐語通訳を手配するわけにもいかない。せめて発表要旨
（兼発表資料）
だけは学生有志諸君の協力を得て日本語訳を
つけることとした。ひとつの発表につきバイリンガルないしトリリンガル
（西、英、日）
表記で百ページ近くなった要旨集は、
印刷版を数十部用意したほか、ＰＤＦ版を事前にネット配信し、来場者にダウンロードしてもらいやすいようＱＲコードをつけた。スマホで読むのは苦しいが、分厚い印刷物を持ち帰り保管する手間が省ける利点はあるかもしれな と思っての試みだった。
結果的に海外から来た研究者たちは皆で四日間の合宿をやっ
たようなものとなった。その輪の中に放り込まれた日本人研究者からも活発に質問や意見 飛び交い、発表ごとに行われた討論は予想以上に充実した内容となった。　
次回は二〇一九年にメキシコかスペインで開催予定 ある。
どこかで誰かが手をあげ続けてくれる限り二年ごと 開催が続いていくことを願っている。
